
酒々井町

企画財政課の目標（令和７年度）

企画財政課長 大谷 幹

１ 課の役割

２ 個別事業とその目標

企画財政課は、企画・地方創生推進室、広報広聴班、財政班、施設総合管理室及び管財班で構成され、企画・地方創生推進室は、総合計画並びに総合戦

略の策定、施策の進行管理・評価、重要施策の企画及び立案、広域行政に関する業務などを行います。

広報広聴班は、広報ニューしすいの毎月発行、町政便覧及びくらしの便利帳の編集・発行、行政相談、国勢調査をはじめとする各種統計調査、統計調査

員の確保、町公式Ｘ・ＬＩＮＥ等の運用、デジタルサイネージの編集・掲載などを行います。

財政班は、財政健全化計画や各種事業を執行する予算編成及び予算の執行管理、財政調整基金、地方交付税、町債、財政統計の分析・公表などを行いま

す。

施設総合管理室は、公有財産の総括、普通財産の管理、庁舎の改修、町有施設の工事及び管理の支援などを行います。管財班は、庁舎管理、契約事務な

どを行います。

１ 総合計画の推進（企画・地方創生推進室）

第６次酒々井町総合計画で掲げた目標の実現を図るため、前期基本計画に基づき各施策の効果的な推進に努めるとともに、後期基本計画の策定に向け

進捗状況等の把握に努めます。

２ ふるさと納税の推進（企画・地方創生推進室）

ふるさと納税による寄附額の増加に向けて、他の自治体の取り組みを調査するとともに、ＰＲの充実や寄附をしやすい仕組みの導入、事業者への訪問を

行い新規事業者や新規返礼品の登録に努めます。
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３ 広報活動の充実（広報広聴班）

常に最新の情報・話題等を提供できるように関係部署と連携して情報収集を図り、広報紙やホームページ・マチイロ掲載等で読者の拡大や町公式 X・LINE
を活用したイベント・行事等の情報提供に努めます。

４ 統計事務の充実（広報広聴班）

周期調査は「国勢調査」「経済センサス－基礎調査（乙調査）」の２調査事務等が行われます。国勢調査は、日本国内に居住しているすべての人と世帯を

対象にする５年に１度の調査です。町では約２万人、約１万世帯が調査対象となります。２調査事務等において、継続して的確かつ正確な統計結果を得る

ために、統計調査員の資質向上を図り、併せて統計調査員の人員確保に努めます。

５ 財政健全化の推進（財政班）

財政の健全化を図ることが重要であることから、全体事業を見直しながら、簡素で効率の良い予算執行を指導します。予算編成に当たっては、酒々井町

財政健全化計画により、現状を把握しながら歳出の削減と歳入の確保に努め、財政の健全化に努めます。

６ 適正な予算の執行管理（財政班）

実施事業に係る財源等を把握し、情報の共有を図るとともにチェック体制の強化を図り、適正な予算の執行管理に努めます。

７ 使用料・手数料の算定に関する基本方針の策定（財政班）

社会経済状況等の変動を勘案し、定期的に見直しができるよう基本方針を策定する。

８ 補助金の見直しに関するガイドラインの作成（財政班）

町の補助金に対する考え方を明確に示し、全町的な見直しの統一基準を策定する。
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９ 個別施設計画の進捗管理及び支援（施設総合管理室）

個別施設計画に基づき、進捗状況を管理するとともに公民連携も含めた公共施設の利活用に向け、管理者や関係者と協議を行い、情報共有します。技術

面を含めた支援を引き続き行います。

１０ ダイヤルイン化の実施及び庁用車の台数適正化の実施（管財班）

住民から電話をダイレクトに繋げるダイヤルイン化を実施し、住民サービスの向上と業務の効率化を図ります。

また、庁用車の適正台数を見極め、モビリティに係る経費の適正化を図ります。


